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Ⅰ 広島県中山間地域振興計画 

１ 

《目指すべき中山間地域の姿》 

将来に希望を持ち，安心して心豊かに， 

笑顔で幸せな生活を営むことができる中山間地域 

（平成２７～３２年度） 

【推進体制】 【施策の柱】 



Ⅱ 平成３１年度当初予算案 

２ 

 

  H３１当初予算案 （Ｈ30年度２月補正 ５.３億円を含む） 

    ８６.３億円 （ Ｈ30 ８５.３億円， １.０億円増） 
                            ※H29年度２月補正を含む 

    

【施策の柱】 
  
  人づくり               ３.５億円（ Ｈ30  ２.０億円，１.５億円増） 

 仕事づくり    ５５.７億円（ Ｈ30 ５６.７億円，１.０億円減） 

  生活環境づくり    ２７.０億円（ Ｈ30 ２６.６億円，０.４億円増） 



３ 

ひと 

しごと 

くらし 

■多様な力でつながる 人 づくり  

① ひろしま里山・人材力加速化事業 （３０百万円） 

② ひろしま里山ウェーブ拡大プロジェクト （１９百万円） 
③ ひろしまスタイル定住促進事業 （９８百万円） 

■夢をカタチにできる 仕事 づくり  

■安心を支える 生活環境 づくり  

① チャレンジ・里山ワーク拡大事業 （３４百万円） 

② ひろしま農業創生事業 （８５百万円） 

③ 観光地ひろしま推進事業 （１４６百万円） 

 

① 地域医療介護総合確保事業 （５８０百万円） 

② 生活交通確保対策事業 （４７１百万円） 

③ ひろしまの森づくり事業 （９９６百万円） 

 

３.５億円 

５５.７億円 

２７.０億円 

Ⅲ 施策ごとの主な事業 

▼ チーム５００ 

▼ ＵＩＪターン 

（主な事業） 

（主な事業） 

（主な事業） 

▼ サテライトオフィス 

▼ マーケットインから 
 生産拡大へ 

▼ 医師の確保 

《新しい動き》 

《新しい動き》 

《新しい動き》 



■ 地域づくりの輪が広がり，里山の資源を生かした新しい活動が始まっています 

【ひろしま里山・チーム５００（ゴーマルマル）】 

設 立 日  平成２８年１２月 

登 録 者  Ｈ２８： 人→ Ｈ３０： 人 

 ｟ひろしま さとやま未来博２０１７｠をきっかけに，中山間地域の課題解決をリードする 

人材プラットフォーム「ひろしま里山・チーム５００」の登録者が大きく拡大 

 中山間地域の課題解決に取り組む自主的・主体的な活動が広がるとともに，里山の 

資源を生かして新しい価値の創造につなげる活動が活発化 

 

 

  

人 づくり 

【里山の資源を生かした新しいビジネスの展開など】 

空き家等の活用 

 

 里山で空き家を活用した柿渋発信の拠点づくり 

 お寺をリノベーションしたカフェの開業 

休耕田の活用 

 

 休耕田を活用した和綿栽培とアクセサリー加工・販売 

 耕作放棄していた茶畑を再生し，ブランド茶を復活 

特産品の開発 

 

 地域特産品ルバーブの販路拡大のため新商品の開発 

 厄介者扱いされていた海藻（アカモク）を使った特産品の開発 

景観の活用 

 

 棚田百選に選ばれた景観を見渡せるカフェの開業 

 国登録有形文化財の建物群の保存再生で，再び人が集まる拠点づくり 

鳥獣害対策 

 

 シカ肉のペットフード化・販売事業化 

 獣害駆除のシカやイノシシの皮をなめし革にした小物のブランド化 

４ 

ルバーブを活用した 
新商品の開発 

和綿アクセサリーの 
加工・販売 

井仁の棚田を 
見渡せるカフェ 



   災害支援の状況 

 

 情報がなく，みんなすごく不安がっていたので，自らボランティアセンター
を立ち上げ，ＳＮＳで被災状況の情報を発信して支援者を求めた。 

 １人の力では限界があるが，５００関係者など，応援をしてくれる仲間が 
３人，４人と増えてくると大きな力になり，助かった。 

（支援活動に参加した５００メンバーのコメント） 

  平成３０年７月の豪雨災害では，５００のメンバーが地元のボランティアセンターの 

自主的な立ち上げや運営に関わり，５００のつながりから，他のメンバーが物資の支援 

や，ＳＮＳを通じた被災・復旧情報の発信・拡散等の支援を行うなど，危機時において 

も，人のつながりが地域の支援活動に大きく貢献 

５ 

呉市倉橋町での 
支援活動 

《５００メンバーによる災害時の支援》 

（支援の動機） 

チーム５００関係者 
などとのつながり 
     42% 

（災害時の活動） 

ＳＮＳ等による被災・ 
復旧情報の発信  19% 

物資等の支援 20% 



■ 若い世代のＵＩターン希望者が大きく伸びています 

 平成２６年に東京（有楽町）に開設した「ひろしま暮らしサポートセンター」では，若い 

世代を中心とした移住相談が大きく増加し，都道府県の「移住希望地域ランキング」 

は，２年連続で４位にランクアップ 

 中山間地域では，３０代，４０代の移住者が地域の伝統行事を支え，独自の企画で 

まちづくりに関わる動きも増加 

ひろしま暮らしサポートセンター 

【年代別移住相談者の割合】 

  Ｈ２９   , 件 

２０代まで 19.3 ％ 

３０代 43.4 ％ 

４０代 25.3 ％ 

５０代 11.3 ％ 

６０代以上 0.7 ％ 

人 づくり 

井上 明さん（宮崎→呉・御手洗） 

トム宮川コールトンさん/宮川真伊さん 
（東京→呉・御手洗）  

吉宗五十鈴さん（東京→世羅）  

６ 



移住希望地域ランキング 

  広島県は ２年連続で４位 にランクアップ 

ふるさと回帰支援センター 
アンケート調査 

７ 



仕事 づくり 

■ 中山間地域へのサテライトオフィス進出の第１号が決まりました 

 廃校施設などの地域資源を活用した，首都圏のIT企業等のサテライトオフィス誘致に， 

県と市町が連携して取組み，平成３０年１２月に安芸高田市に進出第１号となる企業が決定   

【進出企業の概要】 

企 業 名  ㈱あしたのチーム 

事業内容  クラウド型人事評価システムの開発，販売等 

協定調印  平成３０年１２月４日 

開設時期  平成３１年 春 

開設場所  安芸高田市 ＪＲ向原駅舎(3F) 

雇用計画  現地雇用を段階的に10人以上 

８ 



 お試しオフィス一覧 

９ 



 
■瀬戸内レモンの認知度が向上 

（首都圏）  H25：56.7％ ⇒ H27：75.0％ 

（関西圏）  H25：56.3％ ⇒ H27：70.3％  
■瀬戸内レモンの関連商品が増加 

（ＴＡＵ取扱商品） 
  H25：95商品 ⇒ H28：164商品 

（瀬戸内ブランド登録商品）  
  H25：38商品 ⇒ H28：194商品 

 

仕事 づくり 

■ 「広島ならでは」が増えました  ～レモン関連商品の増加 

   年間を通じた消費ニーズに応える周年供給体制を構築するとともに，インパクトを重視したプロ 

 モーションの実施や民間と連携した販売促進などにより，「広島ならでは」のブランドとして，レモンの 

 認知度が向上し，販路の拡大や関連商品の増加を背景に，レモンの生産額も大きく増加 

駅の「みやげ」ショップに 
関連商品が増加 

量販店のレモン売り場も増加 

 （Ｈ２２）         （Ｈ２７） 

 ,  ⇒ , トン 

レモン生産量は倍増 

１０ 
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10.5 億円 

 増 加 

レモンの年間生産額は，10.5億円増加 

  年間生産額の推移 

１１ 



 医療従事者が不足しがちな地域において，県が進めてきた「地域医療連携推進法人」 

制度のメリットを生かして「備北メディカル・ネットワーク」が設立され，人材確保に向けた 

医療機関連携や庄原市をはじめとした関係機関による支援により，平成１７年４月から 

受入を休止していた「庄原赤十字病院」で，１３年ぶりとなる平成３０年４月から産科診療 

が再開 

生活環境 づくり 

■ １３年ぶりに庄原市内で分娩が再開しました 
 

【地域医療連携推進法人 備北メディカル・ネットワーク】 

設立時期 平成２９年４月２日 認定（全国 初認定） 

参加病院 

・市立三次中央病院（三次市） 

・庄原市立西城市民病院（庄原市） 

・三次地区医療センター（一般社団法人 三次地区医師会） 

・総合病院庄原赤十字病院（日本赤十字社） 

連携業務 
医療従事者の確保・育成 
地域包括ケアの推進 
共同研修・共同購入 

１２ 



 中山間地域で必要な医療体制を確保・維持していくため，広島大学や岡山大学と連携 

して確保・育成してきた「地域医療を志す医学生」が，卒業後，２年間の初期臨床研修を 

修了して中山間地域の指定医療機関等での勤務をスタート 

■ 中山間地域の医療を支える若手医師が育ってきました 

【地域枠制度の概要】 

 開設時期 平成２１年度～ 

 種   別 
・広島大学 ふるさと枠（H31入学定員：１８名） 

・岡山大学 地域枠    （H31入学定員： ２名） 

 内  容 
広島県医師育成奨学金貸与 

地域医療セミナー等による地域医療マインド醸成 
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H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36

地域枠医師数（見込み） 

10人 

（卒業見込） 

3人 

（卒業医師） 
（配置医師） 

生活環境 づくり 

１３ 


